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平成30年7月豪雨災害





自主防災組織による呼びかけ避難体制とは・・・

平成30年7月豪雨災害の被害や，近年の災害における避難の
実態を踏まえ，
「災害死ゼロ」を目指す広島県が，市町や自主防災組織の皆さ
んと，地域ごとに作りあげていく，
風水害を想定した地域の行動計画。

住民に早めの避難を促すため，呼びかけを開始するタイミング
や呼びかけ方法などのルールを決めて，自主防災組織が大雨
災害に対して効率的で効果的な呼びかけを行う仕組みです。



出典：平成30年7月豪雨災害における避難対策等の検証とその充実に向けた提言

避難しなかった
➡73.7%



多くの人は避難しない・・・

この傾向は，近年の災害
（令和3年8月豪雨災害な
ど）でも変わらない。



では，なぜ避難しな
いのか・・・



出典：平成30年7月豪雨災害における避難対策等の検証とその充実に向けた提言



出典：平成30年7月豪雨災害における避難対策等の検証とその充実に向けた提言

被害に遭うとは思わなかったから➡53.3%

今まで自分の居住地域が災害にあったこ
とがなかったから➡37.2%



・危険を感じる
(避難情報や大雨特別警報など）
・家族、近所や地域の人・
友人などの「避難する」という
声かけ

避難した人は・・



出典：平成30年7月豪雨災害における避難
対策等の検証とその充実に向けた提言



広島県が進める「避難の呼びかけ体制」づくり

出典【広島県 「自主防災組織による避難の呼びかけ体制づくりマニュア
ル」を作成しました】



広島県では，
市町や自主防災組織から
の要望に応じ，

地域に出向いて，それぞれ
のステップに合わせた研修
会などを実施しています。

【問い合わせ】

広島県危機管理監 消防保安課 自主防災組
織支援グループ

【ＴＥＬ】082-513-2790

【E-mail】kikihoan@pref.Hiroshima.lg.jp

mailto:kikihoan@pref.Hiroshima.lg.jp


地域特性の把握（災害図上訓練）の例



呼びかけ体制づくりワークショップ



最後に・・・



広島県危機管理監では，災害の恐れがある場合，気象庁や県土木建築局，市町な
どと連携しながら，土砂災害や洪水の危険性などを把握しています。









市民の皆様もさまざまなサイトで，
自分で確認することが可能です。

① 気象庁「キキクル」

② 広島県防災ウェブ



本日は、ありがとうございました。


